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日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会

は
、
去
る
3
月
末
、「
多
様
化

の
時
代
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活

動
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
提
言

～
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
～
」
を
発
表
し
た
。

そ
の
柱
は
、
日
本
が
提
案
し
、

ユ
ネ
ス
コ
が
主
導
す

る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
こ

そ
が
、
混
迷
を
深
め

る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
に
お
け
る
地
球
的

課
題
の
解
決
に
期
待

さ
れ
る
の
で
、
若
者

や
企
業
を
積
極
的
に
巻
き
込

み
、
地
域
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推

進
へ
取
り
組
も
う
と
訴
え
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
起
源
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
が
日
本
の
無
条
件

降
伏
で
終
わ
っ
た
直
後
の
１
９

４
５
年
11
月
に
、
連
合
国
文
部

大
臣
会
合
で
合
意
さ
れ
た
「
ユ

ネ
ス
コ
憲
章
」
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。し
か
し
、

そ
の
前
史
を
振
り

返
え
る
と
、
第
１

回
の
連
合
国
文
部

大
臣
会
合
は
、
日

本
の
参
戦
１
年
後

の
１
９
４
２
年
11

月
に
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
共
同
声

明
で
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
と
そ
の
同

盟
国
（
日
本
は
日

独
伊
三
国
同
盟
を

１
９
４
０
年
に
締

結
）
と
の
戦
争
後

に
、
平
和
な
世
界
を
築
く
た
め

の
教
育
の
抜
本
的
な
改
善
の
必

要
性
を
宣
言
し
た
。
そ
の
中
心

は
、
世
界
の
い
か
な
る
国
民
も

互
い
の
国
へ
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
こ
そ
が
戦
争
を
回

避
す
る
道
で
あ
る
と
の
考
え
で

貫
か
れ
て
い
た
。
連
合
国
文
部

し
、
平
和
の
精
神
を
体
得
し
よ

う
と
、
民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の

全
国
展
開
に
参
加
し
た
。
戦
争

の
惨
禍
を
味
わ
い
尽
く
し
た
参

加
者
は
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
を
世

界
平
和
を
実
現
す
る
た
め
の
聖

典
と
読
み
取
り
、
ユ
ネ
ス
コ
精

神
の
普
及
に
向
っ
て
力
強
く
歩

み
出
し
た
。

　

人
類
は
、
古
代
か
ら
地
球
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
文
明
の
衝

突
を
幾
度
も
繰
り
返
し
て
き

た
。
最
近
の
大
衝
突
が
、
第
二

次
世
界
大
戦
で
あ
っ
た
。
だ
か

ら
ユ
ネ
ス
コ
の
誕
生
は
、
次
の

文
明
の
衝
突
を
避
け
る
た
め
の

装
置
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

戦
後
70
年
、
経
済
格
差
は
地
球

規
模
で
拡
大
し
、
ユ
ネ
ス
コ
設

立
の
原
点
で
も
あ
る
「
自
由
、

民
主
主
義
、
人
権
、
法
の
支
配

を
尊
重
す
る
文
明
」
と
「
必
ず

し
も
尊
重
し
な
い
文
明
」
と
の

衝
突
が
頻
発
し
始
め
た
。
こ
の

状
況
を
打
破
し
よ
う
と
、
日
本

が
２
０
０
２
年
に
国
際
社
会
に

提
案
し
た
の
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
平

和
で
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

の
必
要
性
で
あ
っ
た
。
今
、
地

球
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
立
ち
昇

る
暗
雲
を
取
り
払
う
た
め
、
ユ

ネ
ス
コ
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
積
極
的
な

活
動
が
待
た
れ
て
い
る
。

大
臣
会
合
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
始
ま
り
の
段
階
で
、
大
戦

後
を
見
据
え
て
、
正
義
、
法
の

支
配
、
人
権
、
自
由
の
尊
重
を

深
め
る
教
育
の
在
り
方
を
議
論

し
始
め
て
い
た
。

　

多
く
の
日
本
人
は
、
戦
後
い

ち
早
く
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
共
鳴 昨年12月の国際理解セミナーで訴える　中山氏

戦争は人の心の中で生まれるもの

であるから、人の心の中に平和の

とりでを築かなければならない
（ユネスコ憲章前文より）

平和への発信

「
地
球
の
未
来
を
救
う
ユ
ネ
ス
コ
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」

広
島
大
学
名
誉
教
授
（
広
ユ
協
副
会
長
）　

中　

山　

修　

一
氏

い
ま
改
め
て
ユ
ネ
ス
コ
の
役
割
を
問
う

視　論
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広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
２
０

１
４
年
度
総
会
が
、
５
月
24
日

に
広
島
国
際
会
議
場
で
開
か

れ
、
14
年
度
重
点
方
針
と
し
て

①
組
織
の
活
性
化
に
努
め
る
②

財
政
の
確
立
に
努
め
る
③
Ｅ
Ｓ

Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
推

進
に
努
め
る
、
の
３
項
目
を
挙

げ
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　

   

◇

　

各
専
門
部
会
の
主
な
活
動
を

抜
粋
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で

す
。

【
組
織
部
会
】

　

会
員
の
拡
大
、
会
員
の
維
持

【
青
少
年
育
成
部
会
】

　

青
少
年
対
象
語
学
等
講
座

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
共
催
）、
高

校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
、
ハ
ン
グ
ル
グ
ル
ー
プ
の
支

援
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
事
業
の
検
討

【
教
育
部
会
】

　

第
17
回
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動

奨
励
賞
事
業
、
高
校
生
国
際
理

解
セ
ミ
ナ
ー
、
高
校
生
コ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
（
世
界
寺
子
屋
運
動
募

金
活
動
）、
書
き
損
じ
は
が
き
回

収
活
動
の
実
施

【
文
化
部
会
】

　

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
４
回
、
新

春
フ
ェ
ス
タ
（
表
彰
・
ト
ー
ク
＆

コ
ン
サ
ー
ト
）
の
実
施

【
国
際
部
会
】

　

大
邱
の
広
場
参
加
、
ユ
ネ
ス

コ
大
邱
協
会
友
好
訪
問
団
の
受

け
入
れ
、
国
際
交
流
・
協
力
の

日
参
加

【
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
】

　

平
和
関
連
事
業
（
平
和
の
鐘
の

集
い
、
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
青
年
部

平
和
学
習
受
け
入
れ
）、
世
界
遺
産

関
連
事
業
（
原
爆
ド
ー
ム
保
護
・

保
存
活
動
推
進
）、
原
爆
ド
ー
ム

遺
産
登
録
20
周

年
記
念
事
業
準

備
、
終
戦
・
被

爆
70
周
年
記
念

事
業
企
画
の
準

備【
広
報
部
会
】

　

機
関
紙
「
ヒ

ロ
シ
マ
ユ
ネ
ス

コ
」
の
発
行
、

機
関
紙
の
発
送

先
拡
充
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充

実

【
事
務
局
】

　

組
織
の
活
性
化
及
び
役
員
の

世
代
交
代
、
年
間
行
事
の
調

整
・
専
門
部
会
と
の
連
絡
調
整
、

事
務
処
理
の
円
滑
化
を
図
る
、

全
体
的
に
事
業
の
見
直
し

　
　（
事
務
局
長
　
藤
井
孝
行
）

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
も
、
40
周
年

を
終
え
、
感
新
た
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
40
周
年
と
い
え
ば
、

一
つ
の
世
代
を
終
え
、
10
年
も

追
加
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
広
島
ユ
ネ
ス
コ

が
長
く
続
い
た
こ
と
に
は
、
会

員
諸
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と

精
進
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
で
す
。
こ
の
こ
と
に
ま
ず
深

く
感
謝
し
、
会
員
の
皆
様
に
深

甚
の
謝
意
を
表
さ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
、
現
代
の
日

本
、
世
界
の
様
相
は
実
に
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
ユ
ネ
ス
コ
成
立
の
当
初

の
よ
う
な
様
相
で
す
。広
島
は
、

ユ
ネ
ス
コ
精
神
の
原
点
に
あ
り

ま
す
。

　

被
爆
70
周
年
を
拠
り
所
に
、

平
和
の
構
築
、
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ

シ
マ
ズ
、
世
界
に
争
い
や
紛
争

の
な
い
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
築
い
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

広
島
こ
そ
が
、
そ
の
原
点
で

あ
る
と
信
じ
ま
す
。
会
員
諸
氏

の
一
層
の
奮
起
と
発
展
を
希
望

し
て
止
み
ま
せ
ん
。

広
島
は
「
ユ
ネ
ス
コ
精
神
」
の
原
点

５月24日に開かれた　広ユ協総会

①　

組
織
の
活
性
化
に
努
め
る

②　

財
政
の
確
立
に
努
め
る

③　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の

　
　

推
進
に
努
め
る

重点方針

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
総
会

北
川
建
次
会
長

広
ユ
協

２
０
１
４
年
度
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広
ユ
協
に

　
入
会
し
た
い
き
さ
つ

　

退
職
を
し
て
考
え
た
。
や
り

残
し
た
こ
と
は
な
い
か
。
退
職

し
た
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
は

な
い
か
。
幸
い
に
も
健
康
と
時

間
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
。
特
別
の

こ
と
が
な
い
限
り
、
私
の
寿
命

は
あ
と
約
40
年
あ
る
と
、
ふ
ん

で
い
る
。
こ
の
第
２
の
人
生
を

よ
り
有
効
に
使
う
こ
と
が
社
会

へ
の
恩
返
し
で
あ
る
。
今
ま
で

培
っ
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
、

人
の
た
め
そ
し
て
自
分
を
磨
く

た
め
に
出
来
る
こ
と
、
い
ろ
い

ろ
と
考
え
た
揚
げ
句
、
選
ん
だ

の
が
こ
の
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

の
入
会
で
あ
っ
た
。

　

入
会
し
て
み
る
と
、
そ
こ
は

心
地
よ
い
空
気
が
流
れ
て
い

る
。選
ん
だ
自
分
に
満
足
し
た
。

広
ユ
協
の
行
事
に
参
加
す
る
う

ち
に
、
す
ば
ら
し
い
友
人
も
出

い
う
。
現
小
学
校
の
数
が
２
万

４
０
０
０
校
だ
か
ら
人
口
が
４

分
の
１
の
当
時
に
し
て
は
凄
い

数
で
あ
る
。
元
々
、
日
本
人
の

心
に
は
学
習
意
欲
旺
盛
で
あ

り
、
伝
え
つ
な
い
で
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
知
っ
て
い
る
の

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る

趣
味
特
技
を
整
理
し
、
伝
え
て

か
っ
た
自
分
た
ち
が
そ
こ
に
い

る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
こ
こ
で
完

全
に
風
化
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
も
思
え
る
。
風
化
を

止
め
る
べ
く
動
く
こ
と
に
し

た
。
広
ユ
協
の
会
員
の
方
な
ど

に
そ
の
旨
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
と
す
る

分
野
で
の
講
座
を
受
け

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
そ
れ
を
受
講
し

た
人
は
身
近
な
人
に
伝

え
、
つ
な
い
で
い
く
こ

と
に
な
る
と
、
多
く
の

口
が
開
き
、
よ
り
効
率

的
に
な
っ
て
広
が
っ
て

い
く
と
考
え
た
。

≪「
お
と
な
の
寺
子
屋
」

の
内
容
と
実
践
、経
過
≫

趣�

旨
：
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
の
た
め
次

世
代
の
こ
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
こ
と
を

考
え
る

規
模
：�

月
１
回
２
時
間

対
象
：
ど
な
た
で
も

講
師
：
ユ
ネ
ス
コ
会
員
、

　
　
　
　

地
域
住
民
、
そ
の
他

内�

容
：
第
１
年
次
（
平
成
24
年
）

昔
話
を
見
直
す
、
書
の
心
、

お
も
て
な
し
、
日
本
の
伝
統

料
理
、
活
字
に
親
し
む
、
若

者
の
本
音
に
耳
を
傾
け
る
、

な
ど

　

�

第
２
年
次
（
平
成
25
年
）
若
者

の
就
労
観
、
伝
説
、
昔
話
の

警
鐘
、
行
事
の
料
理
、
日
本

の
教
育
の
変
遷
、
不
登
校
の

克
服
、
子
育
て
・
親
育
て
、

な
ど

　

�

第
３
年
次
（
平
成
26
年
）
暦
と

宇
宙
、世
界
遺
産
を
訪
ね
て
、

現
代
美
術
に
触
れ
る
、
地
域

の
自
然
探
訪
、
香
道
、
地
域

の
料
理
、
伝
統
芸
能
、
な
ど

★
お
わ
り
に
★

　

初
め
は
公
民
館
だ
よ
り
に
掲

載
さ
れ
て
も
、
参
加
者
が
少
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
３
年
目
の

今
年
度
は
定
員
を
大
き
く
上
回

る
と
こ
ろ
ま
で
に
な
っ
た
。
口

か
ら
口
へ
と
伝
わ
っ
て
い
っ
た

こ
と
や
、
公
民
館
の
熱
心
な
協

力
、い
や
、今
で
は
主
体
と
な
っ

て
企
画
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
そ
の
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。参
加
者
の
数
が
増
え
、

趣
旨
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
で

当
初
の
目
的
が
達
成
に
向
か
っ

て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
。
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
精
神
を

踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
に
向
け
て
の
小
さ
な
小
さ

な
行
動
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
継
続
と
拡
大

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
協
力

し
て
下
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
し
て
や
ま
な
い
。

…
…
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
…
。

来
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と

欲
が
出
て
き
た
。
行
事
に
参
加

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
か
自

ら
も
企
画
し
、
活
動
し
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
高
揚
し
て

き
た
の
だ
。
そ
し
て
、こ
の「
お

と
な
の
寺
子
屋
」
を
思
い
つ
い

た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
寺
子
屋
は
日
本

に
１
万
６
０
０
０
軒
あ
っ
た
と

い
け
ば
、
き
っ
と
満
た
さ
れ
た

も
の
が
出
来
る
と
確
信
し
、
と

り
く
み
を
始
め
た
。

　

今
の
こ
ど
も
は
、
こ
ん
な
こ

と
も
知
ら
な
い
の
！
と
思
う
こ

と
が
よ
く
あ
る
。
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
躾
、
お
も

い
や
り
、
常
識
、
文
化
、
平
和

…
…
。

　

そ
の
親
た
ち
に
教
え
き
れ
な

「
お
と
な
の
寺
子
屋
」
運
動

広
ユ
協
教
育
部
会
理
事　

世
木
田
寛
子
さ
ん　

春

夏

秋

冬

－６－

躾し
つ
け、

お
も
い
や
り
な
ど
、
風
化
さ
せ

た
く
な
い
も
の
を
学
び
、
つ
な
ぐ
　

協会員として小さな　
　小さな私の活動
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平
和
公
園
を
　
　

　
英
語
で
ガ
イ
ド

　

諸
外
国
の
方
々
を
温
か
く
迎

え
入
れ
る
た
め
、
青
年
が
日
常

の
英
会
話
を
身
に
つ
け
よ
う

と
、「
平
和
公
園
を
英
語
で
ガ

イ
ド
」を
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、

去
る
七
月
十
二
日
（
土
）、
十
九

日
（
土
）、
二
十
日
（
日
）
の
三

回
実
施
し
ま
し
た
。
青
少
年
セ

ン
タ
ー
と
共
催
し
た
主
要
事
業

で
す
。
初
め
に
、
平
和
公
園
を

案
内
す
る
た
め
の
学
習
を
し
、

そ
し
て
、実
際
に
現
地
に
出
て
、

話
し
方
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
事
業
は
大
変
好
評
で
、
当

初
か
ら
ひ
ろ
し
ま
通
訳
・
ガ
イ

ド
協
会
梶
田
祐
子
先
生
を
講
師

に
迎
え
、
楽
し
く
学
習
し
て
い

ま
す
。

高
校
生
☆
英
語
で
　

　
　
　
　
ま
ち
歩
き

　

高
校
生
年
代
を
対
象
に
、
広

島
を
訪
れ
る
外
国
人
に
広
島
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
で
き
る

よ
う
、
英
語
で
ガ
イ
ド
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中

に
実
施
し
、人
気
が
あ
り
ま
す
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
、
青
少
年

の
育
成
支
援
に
向
け
た
事
業
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
参
加
者
か
ら
は
、
広
島

の
こ
と
が
も
っ
と
知
り
た
い
と

い
う
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、次
の
通
り
で
す
。

▼
日
時
：�

七
月
二
十
五
日
（
金
）

十
三
時
三
十
分
～
、

八
月
一
日
（
金
）
午

前
十
時
～
午
後
三
時

▼
場
所
：
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
＊
最
終
日
は
午
後
か
ら
現
地
学
習

を
し
ま
す
）

時
事
英
語
講
座

　

国
内
外
の
社
会
情
勢
や
身
近

な
話
題
な
ど
を
、
英
字
新
聞
や

雑
誌
で
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ

て
、幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

国
際
平
和
・
理
解
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
の
講
座
で
す
。

　

英
字
新
聞
や
雑
誌
の
読
み
方

を
学
び
、
ニ
ュ
ー
ス
や
ト
ピ
ッ

ク
ス
で
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
か
、
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
―
シ
ョ
ン
、

意
見
交
換
を
行
い
、
ま
た
、
最

後
に
は
留
学
生
を
交
え
て
交
流

会
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
次
の
通
り
計
画

し
て
い
ま
す

▼
日
時
：
一
月
～
二
月
（
日
）

〈
全
四
回
〉
午
後
一
時
半
～

▼
場
所
：
青
少
年
セ
ン
タ
ー

青
年
の
自
主
活
動

　
　
　
を
目
指
し
て

　
　
　
青
少
年
育
成
部
会
長

國
田
　
繁

　

青
年
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の

参
加
を
積
極
的
に
促
進
す
る
た

め
、
当
初
、
組
織
部
会
に
青
少

年
担
当
を
設
け
て
検
討
を
重
ね

ま
し
た
。

　

他
県
の
取
り
組
み
な
ど
を
参

考
に
、
平
和
文
化
都
市
広
島
と

し
て
、
青
年
に
対
し
何
を
し
た

ら
よ
い
の
か
話
し
合
っ
た
結

果
、
広
島
を
訪
れ
る
外
国
人
を

お
も
て
な
し
し
よ
う
と
、
英
会

話
講
座
「
ひ
ろ
し
ま
を
英
語
で

ガ
イ
ド
」（
全
５
回
）
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、

茶
話
会
を
し
て
相
互
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

翌
年
度
に
は
、
ハ
ン
グ
ル
講
座

「
は
じ
め
て
の
ハ
ン
グ
ル
」
が

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、「
高

校
生
英
会
話
」「
時
事
英
語
」

の
講
座
を
立
ち
上
げ
、今
で
は
、

ハ
ン
グ
ル
を
除
く
、
３
つ
の
講

座
を
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
青
少
年
セ
ン
タ
―
の

協
力
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
青
年
の
英
会
話
と
ハ
ン
グ

ル
は
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
が
、
今
で
は

ハ
ン
グ
ル
の
み
が
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
“
継
続
は
力
な
り
”
と
言
う

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ

と
が
、
い
つ
か
役
立
つ
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
、

ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
を
知
っ
て
も

ら
い
、
青
年
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

期
待
高
ま
る
英
会
話
、
ガ
イ
ド
の
も
て
な
し

実
践
事
業
（
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
共
催
）

国
際
人
育
成
へ
〝
継
続
は
力
な
り
〟

国
際
平
和
文
化
都
市
・
広
島

青
少
年
・
女
性
の
ペ
ー
ジ
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全
国
各
地
の
ユ
ネ
ス
コ
が
鎮

魂
と
反
戦
の
願
い
を
込
め
て
鐘

を
一
斉
に
（
8
月
15
日
を
軸
に
）

鳴
ら
す
「
平
和
の
鐘
」
は
、
今

年
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

戦
争
準
備
を
思
わ
せ
る
動
き

が
急
な
昨
今
、
戦
後
69
年
目
の

終
戦
・
敗
戦
記
念
日
に
改
め
て

「
平
和
の
と
り
で
」
の
構

築
を
誓
う
場
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◇
日
時

　

8
月
15
日
（
金
）

　

11
：
30
～
12
：
30

◇
場
所

　

平
和
記
念
公
園

　

≪
平
和
の
鐘
≫
鐘
楼
前

◇
集
い
▽
メ
ッ
セ
ー
ジ
＝
広
島

大
付
属
高
ユ
ネ
ス
コ
班
／
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
高
校
／
ワ
ー
ル

ド
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

の
ト
ビ
ア
ス
館
長
夫
妻　

ひ
ろ

し
ま
国
際
交
流
事
業
研
修
生

（
ベ
ト
ナ
ム
）、
在
広
留
学
生
（
韓

国
・
中
国
）
も
参
加
予
定

▽
黙
祷
・
鐘
を
撞
く

�

（
副
会
長
　
亀
井
　
章
）

宇
吹
さ
ん
、
　
　

藤
井
さ
ん
が
講
演

　

第
159
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

は
、
５
月
24
日
（
土
）、「
戦
後

広
島
を
支
え
た
先
人
達
」
と
題

し
て
、
宇
吹
暁
・
元
広
島
女
学

院
大
学
教
授
が
、
ま
た
第
160
回

サ
ロ
ン
は
7
月
12
日
（
土
）、「
韓

国
の
今
を
知
る
～
国
民
生
活
と

韓
国
か
ら
学
ぶ
こ
と
～
」
の

テ
ー
マ
で
、
元
啓
明
大
学
校
招

聘
教
授
、
藤
井
正
一
さ
ん
（
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
理
事
）
が
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
い
ず
れ

も
広
島
市
中
区
の
国
際
会
議
場

研
修
室
。

大
邱
マ
ダ
ン

　

広
島
市
と
韓
国
・
大
邱
広
域

月
17
日
、
同
小
学
校
で
認
定
プ

レ
ー
ト
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し

た
。
当
協
会
の
北
川
建
次
会
長

か
ら
、
同
小
学
校
大
庭
浩
資
校

長
へ
、
プ
レ
ー
ト
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。
認
定
校
は
市
内
小
学
校

で
4
校
目
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
長
　
藤
井
孝
行
）

畑
賀
小
に
ユ
ネ
ス
コ

認
定
プ
レ
ー
ト
　
　

　

安
芸
区
の
畑
賀
小
学
校
が
平

和
、
環
境
活
動
な
ど
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の

理
念
を
実
践
す
る
「
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
」
に
認
定
さ
れ
、
6

　

本
研
究
会
は
昨
年
7
月
、
広

島
県
ユ
ネ
ス
コ
連
協
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
ユ

ネ
ス
コ
が
主
導
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
）
及
び
そ
の
推
進
拠
点
で
あ

る
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
発
展

と
普
及
を
図
る

た
め
の
研
究
と

支
援
を
進
め
る

こ
と
に
あ
り
ま

す
。
研
究
会
の

発
足
に
あ
た
り
、
研
究
会
設
立

の
趣
旨
お
よ
び
研
究
会
の
活

動
・
実
践
に
関
す
る
広
報
に
つ

と
め
ま
し
た
。
現
在
（
6
月
14

日
）、
会
員
数
は
73
名
で
す
。

　

本
研
究
会
の
中
心
的
な
活
動

は
年
４
回
の
定
例
研
究
会
の
開

催
で
す
。
こ
の
研
究
会
で
は
Ｅ

Ｓ
Ｄ
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
に
関
す
る
実
践
お
よ
び
そ
れ

を
視
野
に
入
れ
た
研
究
に
つ
い

て
の
発
表
と
討
議
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
本
研
究
会
専

用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
Ｅ

Ｓ
Ｄ
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
に
関
す
る
情
報
を
、
内
外
の

W
eb

サ
イ
ト
を
中
心
に
収
集
・

分
析
し
、
そ
れ
を
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

県
内
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

加
盟
校
は
近
年
、
増
加
し
て
い

ま
す
が
，
研
究
例
会
へ
の
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
関
係
者
の
参
加

が
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り

ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加

盟
校
が
増
え
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
が
、

各
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
に
は
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
実
践
と

研
究
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
研
究
会
へ
の
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
関
係
者
の
参
加
を
増
や

し
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
い

か
に
具
体
的
に
支
援
す
る
か
が

本
研
究
会
の
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
研
究
会
へ

の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

市
の
姉
妹
都
市
提
携
（
１
９
９
７

年
５
月
２
日
）
を
記
念
し
た
友

好
イ
ベ
ン
ト
が
、
今
年
も
５
月

３
日
～
５
日
、「
ひ
ろ
し
ま
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

会
場
で
。
特
に
韓
国
・
大
邱
マ

ダ
ン
（
広
場
）
は
韓
国
衣
装
の

着
付
け
や
韓
国
料
理
の
販
売
な

ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

杉
並
ユ
協
が
平
和
学
習

　

3
月
27
日
～
30
日
、
杉
並
ユ

協
会
の
大
学
生
、
高
校
生
を
中

心
と
し
た
青
年
部
の
皆
さ
ん

が
、
第
16
回
広
島
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
（
広
島
、
宮
島
、
江
田
島

の
平
和
学
習
）で
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

原
爆
資
料
館
見
学
、
被
爆
体

験
証
言
を
聞
く
集
い
、
広
島
市

内
の
高
校
生
と
の
交
流
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
広
ユ
協
も
応
援
し

ま
し
た
。

今年も8・15に

１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

鎮
魂
と
平
和
を
誓
う
「
平
和
の
鐘
」

広
島
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
研
究
会
代
表　

和
田
文
雄　
　

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
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協
会
会
員

湯
浅
克
廣
氏

　

私
は
、
3
年
前
の
広
島

市
立
牛
田
中
学
校
在
職
時

に
「
第
14
回
広
島
ユ
ネ
ス

コ
活
動
奨
励
賞
」
を
協
会

か
ら
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
変
名
誉
あ

る
賞
で
あ
り
、
生
徒
・
教

職
員
と
大
い
に
喜
ん
だ
も

の
で
し
た
。

　

受
賞
と
な
っ
た
主
な
活

動
は
、「
ル
ソ
ン
島
を
緑

の
山
に
！
」「
も
っ
た
い

な
い
！
」
を
合
言
葉
に
、

生
徒
会
が
「
ル
ソ
ン
島
支

援
の
日
」
を
毎
月
設
定
し

て
家
庭
・
学
校
で
使
用
し

な
く
な
っ
た
靴
や
学
用

品
・
体
操
服
な
ど
を
収
集

し
、
ル
ソ
ン
島
に
送
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

現
地
で
苗
木
と
労
働
賃

に
換
え
、
植
林
活
動
資
金

の
一
部
に
充
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
で
は
、山
々

の
一
角
に
は
「
牛
田
中
の

森
」
と
名
付
け
ら
れ
た
地

域
が
あ
り
、「
森
」
ら
し

く
成
長
し
て
い
る
と
の
こ

と
。

　

こ
う
し
た
取
組
へ
の
充

実
感
や
受
賞
の
喜
び
か

ら
、「
ユ
ネ
ス
コ
」
活
動

の
趣
旨
に
沿
っ
た
活
動

が
、
今
後
ま
す
ま
す
拡
大

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

17�
日
／
臨
時
理
事
会　

総
会
議
案

協
議�

（
国
際
会
議
場
）

21
日
／
会
計
監
査

�

（
広
島
Ｗ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
瀬
監
事
）

23
日
／
会
計
監
査�

（
竹
沢
宅
）

24�
日
／
第
159
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

「
戦
後
広
島
を
支
え
た
先
人

達
」
元
広
島
女
学
院
大
学
教
授

宇
吹　
暁
さ
ん�

（
国
際
会
議
場
）

24�
日
／
２
０
１
４
年
度
通
常
総
会

�

（
国
際
会
議
場
）

28�
日
／
機
関
紙｢

ヒ
ロ
シ
マ
ユ
ネ

ス
コ｣

第
87
号
編
集
会
議

�

（
広
報
部
会　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

（
6
月
）

3�
日
／
２
０
１
４
年
度
広
島
ユ
ネ

ス
コ
活
動
奨
励
賞
打
ち
合
わ
せ

会
議

�

（
教
育
部
会　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

12�
日
／
年
間
行
事
な
ど
調
整
会
議

（
会
長
・
副
会
長
・
部
会
長
・

事
務
局　

国
際
会
議
場
）

12�
日
／
広
島
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
２
０
１
４
年
度
総
会

�

（
三
篠
公
民
館
）

24
日
／
平
和
の
鐘
打
ち
合
わ
せ
会

　

�（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会　

国
際

会
議
場
）

（
7
月
）

12�
日
／
第
160
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

「
韓
国
の
今
を
知
る
」

　

�　

元
啓
明
大
学
校
招
聘
教
授
藤

井
正
一
さ
ん�

（
国
際
会
議
場
）

会
費
を
値
下
げ
し
、

新
会
員
増
も
し
や
す
く

　

会
費
引
下
げ
の
問
題
は
足
掛

け
３
年
に
わ
た
っ
て
理
事
会
等

で
慎
重
に
検
討
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
５
月
の
総
会
で
会
則
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
個
人
会
員

の
年
会
費
が
５
０
０
０
円
か
ら

３
０
０
０
円
に
、
35
歳
以
下
の

会
員
は
３
０
０
０
円
か
ら
２
０

０
０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
趣
旨
は
、
年
会
費
５
０

０
０
円
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
広
ユ
協
の

維
持
発
展
と
将
来
を
担
う
新
規

会
員
を
増
や
し
、
体
制
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

会
員
の
増
強
は
、
会
費
引
下
げ

に
伴
う
財
政
の
穴
を
埋
め
る
た

〈,14
年
4
月
〉

8�
日
／
安
古
市
高
等
学
校
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
プ
レ
ー
ト
贈
呈
式

�

（
安
古
市
高
等
学
校
）

26�
日
／
理
事
会
総
会
議
案
協
議

�

（
国
際
会
議
場
）

（
5
月
）

3�
～
5
日
／
大
邱
の
日
・
姉
妹
都

市
交
流
ほ
か�

（
平
和
大
通
り
）

め
に
も
必
要
で
す
。

　

年
会
費
を
３
０
０
０
円
に
抑

え
、
入
会
し
や
す
く
な
っ
た
こ

の
機
会
に
、
会
員
一
人
ひ
と
り

の
声
掛
け
、
働
き
か
け
に
よ
り

１
人
で
も
多
く
ユ
ネ
ス
コ
活
動

に
賛
同
し
新
規
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
皆
さ
ま
の
お
力

添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
組
織
部
会
長
　
松
岡
盛
人
）

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

長
い
人
生
に
お
け
る
社
会

と
の
関
わ
り
を
如
何
に
す

る
か
と
考
え
た
と
き
、「
ユ

ネ
ス
コ
協
会
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
社
会
に
貢
献
し
充
実

し
た
人
生
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
」
と
の
考
え
に

至
っ
た
か
ら
で
す
。

　

活
動
内
容
も
ま
だ
よ
く

分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

微
力
の
私
に
で
き
る
こ
と

が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
不

明
で
す
が
、
私
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
「
一
所
懸

命
」
で
、
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
一
杯
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�
日
本
郵
便
株
式
会
社　

�
広
島
中
郵
便
局
長

　
協
会
会
員岡

本
洋
子
さ
ん

　

昨
年
秋
、
仕
事
の
先
輩

で
あ
っ
た
松
岡
様
か
ら
お

誘
い
を
受
け
、
入
会
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
も
ご
案

内
を
い
た
だ
き
、
講
演
会

な
ど
に
参
加
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
定
年

退
職
後
の
第
二
の
人
生
を

真
剣
に
考
え
る
時
期
に
差

し
掛
か
っ
て
い
た
と
き
で

し
た
。

　

今
ま
で
は
勤
務
先
を
通

じ
て
社
会
と
繋
が
っ
て
い

日

　
　
　誌

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟


